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価値創造モデル

博報堂ＤＹグループが目指すのは、生活者の想いがあふれ、いきいきと活躍できる社会の実現です。グローバルパーパス「生活者、企業、社会。それぞれの内なる想いを解き放ち、時代
をひらく力にする。Aspirations Unleashed」のもと、人的資本や知的資本といった高度なクリエイティビティを価値創造の基盤として最大限に活用し、生活者と企業、社会との新し
い関係価値を生み出し、未来を創造していきます。

PURPOSE
生活者、企業、社会。それぞれの内なる想いを解き放ち、時代をひらく力にする。
Aspirations Unleashed

生活者の 
想いがあふれ、 

いきいきと活躍できる
社会の実現

人的資本
生活者発想を起点とした
クリエイティビティを発揮

できる多様な人材

知的資本
生活者発想

データ・テクノロジー

社会関係資本
生活者・企業・ 

社会との信頼関係

財務資本
安定した財務基盤

持続的な収益力

生活者と企業、 
社会との

新しい関係価値を
生み出し未来を創造する

経済 
価値

社会 
価値

•  地球環境との共生に向けた 
生活者の行動変容

• あらゆる人が活躍できる社会
•  社会へのポジティブなインパクトを

生み出すマーケティング活動

価値創造の基盤

INPUT

価値創造戦略

STRATEGY／OUTPUT

「関係価値」の創造

OUTCOME

つくり出したい社会

IMPACT

人を中心としたサステナブルな経営

 環境  持続可能な 
地球環境への貢献

 社会   多様な個の成長と 
尊重による 
クリエイティビティの発揮

 ガバナンス  コンプライアンスと 
インテグリティの追求
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価値創造の基盤

　私たちのクリエイティビティは多様な人材とその掛け合わせから生まれてきました。新
中期経営計画においてクリエイティビティ・プラットフォームへと事業変革を進め、より
広い事業領域に取り組むにあたり、人的資本、知的資本、社会関係資本、財務資本など
の基盤を強化し、価値創造を実現します。
　人的資本においては、これまで以上に専門性や先進性を有する多様な人材の参加や
育成が重要となります。知的資本においては、生活者発想とそれに基づくデータ・テク
ノロジーの活用を強化していきます。社会関係資本においても、様々なステークホルダー
との共創を推進していきます。

「関係価値」の創造

　関係価値とは、当社グループがクリエイティビティ・プラットフォームとなることでつ
くり出す「生活者と企業・社会との新しい関係」によって、「生活者と企業・社会との
間につくり出される新しい価値」を指します。当社グループはこれまでも、広告という
形で、生活者と企業・商品の間に関係価値をつくってきました。企業や商品／サービス
の存在意義や役割を明確に表現し、また生活者が「この商品／サービスを使おう」と選
択する意味を見出し、メッセージとメディアで両者をつなぎ新たな価値を生み出してき
たのです。 
　今後は未来を創造するプラットフォーマーとして、多様なビジネスを通して様々なス
テークホルダーとの新しい関係そのものをデザインし、アイデアやテクノロジー、人や仕
組み、ビジネスそのものでそれらをつなぐことで、新たな関係価値を創出していきます。 

価値創造戦略

　当社グループが志向する「クリエイティビティ・プラットフォーム」とは、生活者を起
点としたクリエイティビティをエッジに、生活者・企業・社会をつなぎ、新たな関係価値
を生み出すことで、未来を創造していくプラットフォーム（基盤）のことを指します。当
社グループの多様な人材が集まりチームとなって、グループ内のみならず様々なステー
クホルダーとつながりながら、アイデアや仕組み、テクノロジー等を掛け合わせることで
新たな関係価値を創出します。従来の広告会社グループの枠を超え、6つの事業領域
に強みを持つクリエイティビティ・プラットフォームへの進化を目指します。ダイナミック
に事業構造の変革を進めることで、中長期での大きな成長を生み出し、企業価値の向
上に努めていきます。 
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